
国家公務員共済組合連合会

横浜南共済病院

障害者雇用について



1 法律上の義務履行

〇障害者雇用促進法
すべての事業者は、常用雇用労働者の一定割合(法定雇用率)の障害

者を雇用する義務を課している

1976(昭和51)年～雇用の義務化(1.5%)

2018(平成30)年～精神障害者の雇用義務

医療業 除 外 率 20パーセント

法定雇用率 2.5パーセント

→ 2026(令和8)年7月～2.7パーセント
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1 法律上の義務履行

合理的配慮の提供 2016(平成28)年4月1日施行
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２ 当院の現状(1)

項 目 2025(令和7)年8月1日現在

職員総数 1,291名

除外率による減算後の職員数 1,033名

雇用すべき障害者の数 25.8名

雇用している障害者総数 19.5名

雇用すべき障害者の不足数 6.3名

実雇用率 1.89%

3



2 当院の現状(1)

身体

25%

知的

40%

精神

35%
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2 当院の現状(1)
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2025年4月

✓準備チーム開設

✓職員意識調査

実施(5月)

2025年7月

✓院内ヒアリング

✓推進チーム開設

準備

2025年度中

✓職員研修実施

『障害者雇用・多様

性社会について』

遅ればせながら、障害者等の雇用機会創出を推進するための取組みを開始



2 当院の現状(1)

障害者雇用に関する職員の意識調査
〇実施時期 2025(令和7)年5月

〇調査表配布 院内43部門(除 診療部)

〇回答者職位
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職 位 員数(名) 備 考

室長・技師長・師長・課(科)長 41 管理職

係長・主任 11

スタッフ 72

合 計 124



2 当院の現状(1)

障害者雇用に関する職員の意識
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2 当院の現状(1)

合理的配慮の提供の義務に関する職員の意識
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3 陥りがちな失敗
出典 医療機関の障害者雇用NW 代表依田晶男「医療現場における障害者雇用の進め方」2025.3.17 

9

法的義務のあるコンプライアンス問題

やらされ感・単なるコスト増

能力を活かす発想に乏しい

障害者も働きがいを感じられない

職員も障害者雇用の意義を感じられない

「多様性への対応」の一環で考える

職場が助かることを考える

能力を最大限に活かす発想

障害者も働く意欲を持てる

職員も障害者雇用の意義を感じられる

数の確保 質の確保



3 働き方改革に資する障害者雇用
出典 医療機関の障害者雇用NW 代表依田晶男「医療現場における障害者雇用の進め方」2025.3.17 
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専門職が業務の片手間に実施していた作業の切り出し

障害者が実施する業務として集中・再編

専門資格が必要な業務に専念できる

病院の業務の効率性向上



5 「多様性に対応」できる働きやすい職場になる

出典 医療機関の障害者雇用NW 代表依田晶男「医療現場における障害者雇用の進め方」 2025.3.17 
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障害者がその能力を発揮できるよう職場環境を点検し、改善することを通じて、様々
な課題を抱える他の職員にとっても、働きやすい職場環境が整えられる。



6 当院の現状(2)
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障害者雇用の意義、合理的配慮の理解を深めてから、意識調査を実施してみた



6 当院の現状(2)
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障害者雇用の意義、合理的配慮の理解を深めてから、意識調査を実施してみた



6 当院の現状(2)
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天井空調機器のフィルター取り外し、清掃、取り付け

施設課での業務



6 当院の現状(2)
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課題もある・・・

✓服薬コントロールの波
✓個々人の適性
✓教育、指導 などなど

職場適応援助者(ジョブコーチ)によるサポート
現在=就労支援センター職員による支援
今後=病院職員のジョブコーチ育成



7 タスクシフティングできる業務の切り出し
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7 タスクシフティングできる業務の切り出し

タスクシフティングにより病院業務を支援

✓看護部門 病棟、外来での物品準備作業

✓事務部門 書簡、文書等の仕分け業務

✓施設部門 植栽管理、機器の修理・清掃

✓給食部門 調理補助 など
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8 目指す方向性

✓採用実績

就労支援センター、ハローワークほか

今後は、特別支援学校、透析センター等へも拡充

✓平均在職期間 2025(R7).8月現在

身体/9.8年 知的/4.9年 精神/5.6年

担える仕事が、病院には欠かせないものであることの自覚を促す

仕事へのやりがい、達成感が醸成されていく
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年間優秀職員表彰
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FIN.
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